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Hot Line

うるい（大石田産｢春
はる

こい菜
な

」）
トッピング具材

豚肉、ウインナーなど

❶うるいは細く切っておく(白髪ねぎを切る要領で)

❷さっと水にさらし、水気を切っておく

❸豚肉はゆでて、氷水で冷やしておく

❹ウインナーは火を通して切っておく

❺②のうるいと③、④の具材をあわせて、好きな調味料をか
けて出来上がり

素材をそのまま使う料理が好きで、うるいは生でもおいしいと聞
いて作ってみました。魅力は、ぬめりとシャキシャキの食感。仕事
先の食堂や宴席でも大好評です。豚肉や、子供の好きなウインナー
もよく合いますよ。わさび醤油や、サーモンとカルパッチョの組み
合わせもおすすめです。野菜が不足しがちな季節、一品いかがでし
ょう？

大石田町田沢

伊藤 洋子 さん
い とう よう こ

和風ドレッシング、ごまドレッシング、
マヨネーズ、しょうゆ、めんつゆなど



土 が 好 き

■食のはなし／今月の表紙２

■土が好き３

■みちのく《－ＺＯＯＭ－ズーム》
ご参加ありがとうございました！
合併20周年記念特別企画旅行

４

■みちのくＦＬＡＳＨ６

■みんなのふれあい広場10

■みちのくぼいす
／クロスワードパズルほか

12

■ふれあいINFORMATION
14

■わが家の味じまん16

葉の形が、貝が割れているように見えるから「貝割れ」
ダイコン。スプラウトと呼ばれる新芽野菜の一つです。ダ
イコンの種子を発芽させて数日後に食べるもので、小さな
芽には、炭水化物の消化を助けるアミラーゼや、タンパク
質を分解するプロテアーゼ、脂肪の分解を助けるリパーゼ
など、これから成長しようとする植物のエネルギーが凝縮
されています。熱に弱い酵素は調理すると失われてしまい
ますが、かい割れダイコンは主に生で食べるのでそのまま
摂取でき、胃腸の調子を整えたいときに効果的です。
また、かい割れダイコンに含まれるメラトニンという物
質には睡眠を促す作用があります。この物質は人間の体内
で自然に作られますが、年齢とともに減少します。食品か
ら補うことで安眠の手助けも期待できそう。
ぴりりと辛いかい割れダイコンには、辛味成分イソチオ
シアナートもたっぷり。この成分には抗酸化作用があり、
がんや動脈硬化の予防に効果的とされています。

かい割れダイコン
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―
農
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

高
校
卒
業
後
に
農
業
に
携
わ
り
、

40
年
以
上
に
な
り
ま
す
。
家
業
を

継
ぐ
時
は
、
な
ん
の
疑
い
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
私
た
ち
の
世

代
で
、
長
男
で
家
業
を
継
い
で
い

な
い
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
し

ょ
う
。
今
は
規
模
も
縮
小
し
ま
し

た
が
、
当
時
は
も
っ
と
大
き
く
、

三
世
代
で
農
業
を
営
ん
で
い
ま
し

た
。
今
は
私
た
ち
夫
婦
を
中
心
に
、

５
人
家
族
で
や
っ
て
い
ま
す
。

―
就
農
当
時
と
今
の
心
の
変
化

は
？

農
業
も
ず
い
ぶ
ん
様
変
わ
り
し

て
、
維
持
継
続
の
大
変
さ
を
感
じ

ま
す
。
昔
は
近
所
づ
き
あ
い
の
範

囲
で
済
ん
だ
と
こ
ろ
が
、
今
は
世

界
情
勢
か
ら
も
影
響
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
て
…
。
米
に
つ
い
て
も
、

昔
は
基
幹
作
物
だ
っ
た
か
ら
増
反

も
し
た
け
ど
、
今
は
規
模
拡
大
す

れ
ば
い
い
と
い
う
世
の
中
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。つ
や
姫
、山
形
95
号
・

112
号
と
、
新
品
種
の
情
報
も
多
い

で
す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
や
っ
て
み
な
い

と
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
で
も
農
業

を
で
き
る
の
は
あ
と
何
年
か
な
〜

と
年
齢
的
に
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

―
農
業
で
感
じ
た
こ
と
は
？

一
年
を
通
し
て
、
稲
作
と
タ
バ

コ
栽
培
の
作
業
を
交
互
に
や
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
合
間
で
作

業
が
で
き
る
の
で
、
二
本
立
て
で

長
く
続
け
ら
れ
た
ん
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
タ
バ
コ
栽
培
は
い
つ
ま
で

続
け
ら
れ
る
か
な
。今
後
、タ
バ
コ

は
値
段
も
上
が
る
し
、
生
産
者
も

減
る
一
方
で
す
か
ら
ね
。
生
産
工

程
の
管
理
が
厳
し
い
の
で
、
作
物

と
し
て
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
ん
で

す
。
尾
花
沢
で
「
ス
イ
カ
御
殿
」

と
は
言
う
け
ど
、「
タ
バ
コ
御
殿
」

と
は
言
わ
な
い
で
し
ょ
う
？
(笑
)

―
農
業
の
面
白
さ
は
？

タ
バ
コ
栽
培
は
、
難
し
い
だ
け

に
、
達
成
感
も
あ
り
ま
す
。
小
さ

な
満
足
感
を
40
年
以
上
積
み
重
ね

て
来
た
か
ら
こ
そ
、
今
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
と
ど
の
つ
ま
り
、

農
業
は
「
も
の
づ
く
り
」
な
の
で
、

こ
だ
わ
り
が
な
い
と
長
く
続
け
る

の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
農
家
は

職
人
気
質
か
経
営
者
気
質
じ
ゃ
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の

世
代
は
職
人
気
質
が
は
っ
き
り
残

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

農
用
地
は
、
今
後
さ
ら
に
集
積

が
進
む
で
し
ょ
う
。
地
域
農
業
に

対
す
る
新
規
参
入
の
動
き
も
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、
そ
の
点
に

つ
い
て
は
期
待
と
不
安
が
あ
り
ま

す
。
よ
そ
の
人
は
考
え
方
も
違
う

で
し
ょ
う
し
。
だ
け
ど
、
そ
う
い

う
状
況
の
中
で
、
き
ち
ん
と
農
地

を
次
の
世
代
に
引
き
継
が
な
い
と

…
と
い
う
義
務
は
感
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
年
代
は
、
地
域
農
業
を

新
し
い
世
代
に
継
い
で
い
く
中
間

管
理
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
と
思
い
ま

す
。
土
地
の
管
理
を
す
る
の
は
人

間
で
す
か
ら
ね
。
私
の
代
で
そ
れ

を
辞
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

農
業
か
ら
は
逃
げ
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。

タレント・食生活アドバイザー●岡村真純

｢ ぼくのわたしのお母さん ｣

村山市岩野
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

伊 藤 均 さ ん（37歳）
い

早 希 さ ん（33歳）

里 奈 さ ん（７歳）

憲 史 く ん（５歳）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
｢学校の勉強では算数が好き！｣と話してくれた里奈さん。一輪

車やスキーも大好きで､将来の夢はネイリストです｡憲史くんはす
べり台とレゴがお気に入りで、トラクターやコンバインの運転に
も憧れています｡２人とも､吏槻くんが泣いていると抱っこして笑
わせてあげたりと､面倒見のよさも発揮｡今日はお母さんと一緒に
写真撮影、ますます笑顔の仲良しきょうだいです！

お母さんからお子さんへ
｢元気で健康が一番！３人とも優しい子に育って、自分の好き

な道を自由に進んでね♡｣

今月の表紙

吏 槻 く ん（７ヵ月）

｢中間管理｣の役目をにない
農業の未来に思いを馳せる

PROFILE
尾花沢市北郷

菅野 文博 さん（61歳）
すが

■タバコ100㌃、水稲180㌃を栽培
家業を継いで40余年。米とタバコの二本
立てで農業を営みながら、地域農業の変遷
を見つめてきた。「次世代へ引き継ぐため
の世代」としての感慨と、今後の展望を話
してくれた。

とう ひとし

さ き

り な

けん し

り つき

の ふみ ひろ
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６７

今
年
も
全
量
Ｊ
Ａ
へ
｢早
期
予
約
｣を
！

大
石
田
の
特
産
品
を
ど
う
ぞ

産
直
｢つ
な
ぎ
｣営
業
中
！

大
石
田
農
産
物
直
売
所
「
つ
な
ぎ
」

の
店
舗
が
、
以
下
の
期
間
、
グ
リ
ー
ン

お
お
い
し
だ
内
の
特
設
売
場
で
営
業
中
。

ご
ぼ
う
、
小
松
菜
、
う
る
い
な
ど
、
こ

の
季
節
な
ら
で
は
の
特
産
品
が
勢
ぞ
ろ

い
！

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼

農業資材の展示コーナーで、サポーターを試着（尾花沢）

１
月
６
日
に
大
石
田
で
、
７
日
に
尾
花
沢
で
、
22
日
に
村
山

で
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
28
年
の
肥
料
・
農
薬
・
生
産
資
材
の
早
期

予
約
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
の
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い

ず
れ
の
会
場
も
、大
勢
の
組
合
員
が
訪
れ
て
満
席
に
。
県
・
町
・

全
農
・
農
薬
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
も
同
席
し
ま
し
た
。
農
薬
価

格
の
情
勢
や
、
作
物
ご
と

の
防
除
基
準
に
つ
い
て
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
①

大
口
利
用
農
家
奨
励
措
置

を
実
施
す
る
②
早
期
予
約

で
申
し
込
ん
だ
場
合
の
代

金
精
算
時
期
を
最
大
で
10

月
ま
で
無
利
子
と
す
る
③

農
薬
大
型
規
格
を
特
別
価

格
で
設
定
す
る

な
ど
、

早
期
予
約
の
メ
リ
ッ
ト
も

示
さ
れ
ま
し
た
。

▼

枝の長さを確認しながら出荷作業

ひと足早く春をお届け
昨年12月末から、当ＪＡ本店の敷地内にある花木促
成ハウスで啓翁桜の出荷が始まっています。村山営農
センター花木生産部会の部会員とＪＡ職員が作業を行
い、関東の市場を中心に出荷されています。
啓翁桜は、満開時にはボリュームのあるピンクの花
が咲き、さわやかな香りが特徴的。一足早い春の訪れ
を告げる花として、フラワーアレンジメントやディス
プレイ用として人気が高まっています。

▼

資料に目を通し、資材の内容を確認（村山）

二
藤
袋

米
生
産
組
合
が

通
常
総
会
開
催

尾
花
沢
市
の
二
藤
袋
米
生
産
組
合
は

１
月
10
日
、
通
常
総
会
を
開
催
。
米
農

家
な
ど
18
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
例
年
、

講
習
会
や
研
修
会
を
実
施
し
て
、
良
品

質
の
米
づ
く
り
を
め
ざ
す
同
組
合
。
参

加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
今
年
度
の
事
業

の
総
括
と
、
来
年
度
の
事
業
計
画
に
つ

い
て
話
し
合
い
。
次
年
度
の
米
生
産
に

向
け
て
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
し
ま
し
た
。

▶
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た

給食向けに｢つや姫｣贈呈
大石田米生産部会は1月7日、小・中学校の給食

用にと、「つや姫」55㌔を大石田町へ贈呈しました。
大石田営農センターの大類寿和所長が、庄司喜與太
町長を訪問し「つや姫」を手渡し。児童生徒・教職
員あわせて650食分が、2月8日に給食で使われま
した。

▼

市役所農林課による説明

合同研修会で今年度のしめくくり
尾花沢営農センターは1月29日、農事実行組合

長・米穀関係組織代表合同研修会を開催。尾花沢管
内の生産者80人が出席しました。来年度の農業政
策の内容や尾花沢市の対応、今年度の米の集荷実績
と米穀情勢について説明が行われました。ＪＡの経
済・信用・共済各事業についても情勢の報告が行わ
れました。

▼

会場いっぱいの出席者(大石田）

▼

｢最近の子供は米を食べなくなってきている。つや姫の
味を堪能するいい機会」と庄司町長(右)は話しました。

▶
箱
詰
め
に
さ
れ
た
「
つ
な
ぎ
」
の
販
売

品
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
発
信
の

役
割
も
担
っ
て
い
ま
す

た
ら
の
芽
・
う
る
い
…
山
菜
の
目
揃
え
会
開
催

１
月
19
日
、Ｊ
Ａ
全
農
山
形
山
形
地
区
セ
ン
タ
ー
で
、た
ら
の
芽
・

う
る
い
・
ふ
き
の
と
う
の
目
揃
え
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
を

は
じ
め
と
す
る
県
内
各
Ｊ
Ａ
の
生
産
者
や
出
荷
市
場
担
当
者
な
ど
、

約
40
名
が
参
加
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
出
荷
規
格
要
領
を
確
認
し
、
生

厳
寒
の
な
か
水
を
か
ぶ
っ
て
参
拝
！

尾
花
沢
市
の
延
沢
地
区
で
１
月
10
日
、「
第
22
回
愛
宕
神
社
裸

参
拝
（
は
だ
か
ま
い
り
）」
が
開
催
。
下
帯
姿
の
若
者
た
ち
が
、
清

▼

品質や詰め方について、市場担
当者と生産者がやり取り

産
・
出
荷
状
況

に
つ
い
て
情
報

交
換
。
目
揃
え

で
は
、
各
Ｊ
Ａ

で
持
ち
寄
っ
た

サ
ン
プ
ル
品
を

市
場
担
当
者
が

チ
ェ
ッ
ク
し
、

詰
め
方
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

▶
持
ち
寄
ら
れ
た

サ
ン
プ
ル
品

め
の
水
を
か
ぶ
り

神
社
に
参
拝
し
ま

し
た
。
五
穀
豊
穣

や
無
病
息
災
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
願
い

事
の
成
就
を
祈
願
。

沿
道
の
人
々
も
、

参
拝
者
が
水
を
か

ぶ
る
た
び
に
歓
声

を
上
げ
て
応
援
し

て
い
ま
し
た
。

▼

かけ声にあわせ、気合を込めてエイヤッ！

▶
数
人
が
か
り
で
、
太
い
し
め
縄
を

編
ん
で
い
き
ま
し
た

伝統の｢しめ縄｣作りを実施
村山市楯岡二日町の農事実行組合は昨年12月

27日、しめ縄作りを行いました。60年以上続く恒
例行事で、稲わらを使うことから農事実行組合が作
業を請け負っています。メンバー10人が、本殿用・
鳥居用のしめ縄を作成。完成したしめ縄は、地元の
楯山の稲荷神社へ31日に奉納しました。あわせて
地鎮祭用の縄も作られました。

◆
期

間
／
平
成
28
年
４
月
中
旬
ま
で

◆
営
業
日
／
毎
週
水
・
木
・
金
曜
日

◆
営
業
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
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み
ん
な
で
作
る
、
お
い
し
い
豆
腐

名
実
と
も
に

｢魁
(さ
き
が
け
)｣！

法
人
化
を
祝
う

尾
花
沢
市
正
厳
地
区
の
農
事
組
合
法

人
「
魁
（
さ
き
が
け
）」
は
１
月
27
日
、

尾
花
沢
営
農
セ
ン
タ
ー
で
設
立
祝
賀
会

を
開
き
ま
し
た
。
平
成
21
年
に
、
そ
ば

転
作
の
作
業
受
託
を
行
う
任
意
の
営
農

組
織
と
し
て
設
立
し
た
「
魁
」。
尾
花

沢
市
で
も
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

高
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
鈴

木
文
雄
代
表
理
事
は
「
Ｊ
Ａ
か
ら
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
昨
年
６
月
に
法

人
化
を
果
た
し
た
。
後
継
者
を
育
て
て
、

働
く
場
所
と
し
て
地
域
の
農
地
を
存
続

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▶
火
を
通
し
た
秘
伝
豆
を
、
鍋
か
ら
移
動

村
山
地
区
女
性
部
大
高
根
支
部
は
１
月
27
日
、
大

高
根
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
豆
腐
作
り
の
講
習
会
を

開
き
ま
し
た
。
女
性
部
メ
ン
バ
ー
８
人
が
参
加
。
秘

伝
豆
を
用
い
て
作
ら
れ
た
豆
腐
は
、
淡
い
緑
色
。
試

食
会
で
は
、
豆

腐
を
作
る
過
程

で
で
き
た
豆

乳
・
お
か
ら
と
、

メ
ン
バ
ー
が
持

ち
寄
っ
た
漬
物

も
テ
ー
ブ
ル
に

並
び
ま
し
た
。

▼

会場は満員に。玉こんにゃくや甘酒もふるまわれました

サービスいっぱい 初売りへようこそ

フレッシュミズ部活動中
尾花沢地区フレッシュミズ部は1月23日、料理

講習会を開催しました。11名が参加し、米粉を活
用したちぎりパンやじゃがいものスープ、焼きプデ

献
血
で
地
域
貢
献

尾
花
沢
営
農
セ
ン
タ
ー
に
１
月
21
日
、
献
血
バ
ス
が
来
所
。

組
合
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
が
献
血
に
協
力
し
ま
し
た
。「
医
療
機
関

で
の
献
血
の
重
要
性
は
高
い
。
こ
れ
か
ら
も
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
血
液
セ
ン
タ
ー
職
員
は
話
し
ま
す
。
同
営
農
セ
ン
タ

ー
は
昨
年
７
月
、
献
血
功
労
団
体
と
し
て
県
知
事
か
ら
感
謝
状

の
贈
呈
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
平
成
27
年
度
(第
31
回
)農
業
高
校
生
小
論

文
コ
ン
ク
ー
ル
」
４
名
が
入
賞

Ｊ
Ａ
山
形
中
央
会
が
主
催
す
る「
農
業
高
校
生
小
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
」。

後
継
者
の
育
成
と
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
県
内
５
つ
の
農
業
高
校
か
ら
22
点
の
小
論
文
が
寄
せ
ら
れ
、

当
Ｊ
Ａ
管
内
か
ら
は
、
県
立
村
山
産
業
高
等
学
校
の
生
徒
４
名
が
以
下

の
通
り
入
賞
し
ま
し
た
。

ますます種類豊富！吊るし雛
大石田地区女性部岩ヶ袋支

部は1月18日、手芸の研修
会を開催しました。同支部で
は吊るし雛の作製に力を注い
でおり、昨年3月には本場の
酒田へ赴いて作り方を学習。
今回は、同地区の特産品であ
るぺそら漬け、スイカ、ギフ
チョウなどを作りました。

▼

参加メンバー同士で教え合い

品評会での入賞を報告
1月19日、当ＪＡの本店で、農産物の品評会の報告会が

行われました。受賞者3名が髙谷尚市組合長を訪問。報告
された入賞内容は次の通りです。

◇平成27年度山形県温室メロン品評会(9月18日)
…………………………………………柴田一弥さん(優賞)

◇山形県さくらんぼ｢佐藤錦｣品評会(6月20日)
…………………………………保科宏悦さん(最高糖度賞)

◇山形県りんご「ふじ」品評会(11月17日)
………………………………………青柳 篤さん(努力賞)

▼

髙谷組合長と並んで一枚。おめでとうございます！
(左から青柳さん、髙谷組合長、柴田さん、保科さん)

㈱みちのくサービスは1月9・10日の両日、村山
車両センター特設会場で、新車・中古車の「新春初
売り」を行いました。村山・尾花沢の農機車両セン
ターが合同で実施したもの。車を購入したお客さん
に付属品の値引きサービスなどが行われました。

▼

天板にプディングの生地を並べていきます

ィングなどの作り方
を学びました。同部
は、昨年12月28日
には正月用の生花ア
レンジメント教室を
開催するなど、活発
に活動しています。

▼

尾花沢地区のサークル「つくし会」も交え
て生花アレンジメント教室（12月28日）

▼

当ＪＡの折原敬一専務や加藤國洋
尾花沢市長などが出席しました

▼

あいさつする
鈴木代表理事

▼

横になって献血スタート

岡
田
梨
江
さ
ん
(優
秀
賞
）

『夢
の
実
現
に
向
け
て
』

清
野
一
哉
さ
ん
(優
秀
賞
）

『私
の
家
の
農
業
経
営
改
善
』

桃
園
貴
大
さ
ん
(優
秀
賞
）

『食
の
安
全
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
』

岡
田
倖
輔
さ
ん
(奨
励
賞
）

『こ
れ
か
ら
の
林
業
に
私
が
で
き
る
こ
と
』

受
賞
し
た
４
名
の
作
品
は
、
当
Ｊ
Ａ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
中
。
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
か
「
Ｊ
Ａ
み

ち
の
く
村
山
」
で
検
索
し
て
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

できました‼

ス
イ
カ
‼

ぺ
そ
ら
‼
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かずゆき あゆみ

一将さんと歩さんの長男。ご両親の名前から、将
棋つながりで「成」の字を与えられました。音の出
るおもちゃが好きで、音が大きければ大きいほど大
興奮！また、お腹に顔を当ててグリグリされると声
をあげて大喜び。そばにはいつもペットの犬や猫が
一緒にいて、寝るときも兄弟のような仲の良さ。抱
っこされていると、やきもちをやいた猫が割り込ん
でくることもあるとか!? 離乳食も好き嫌いなく食
べている成くん。めざすは輝く「金」の駒‼

◆お母さんからお子さんへ
｢成は好きなことや楽しいことにすぐ反応する子。

面白おかしく育ってね♡｣

大石田町豊田大石田町豊田

草刈 成 くん（７ヵ月）草刈 成 くん（７ヵ月）
くさかりくさかり なるなる

岸さんがスノーボードを始めたのは中学生の
時。現在は地元のローカルチームに所属し、冬
場は平日でも毎日のようにナイターに通います。
「車の免許を取って、自由に練習に行けるよう
になりました。やりたい技にチャレンジし、で
きるようになった時が一番嬉しいです」と話す
岸さんは、現在は総合的な滑走能力と演技力が
要求される“スロープスタイル”を特訓中。「大
会でジャンプを決めて着地し、周囲の歓声が聞
こえると気分が高揚するんです」とのこと。怪
我をして心配されたこともあったけど、たぎる
情熱は抑えきれません。相棒のボードと一緒に、
今日もゲレンデへまっしぐら！

尾花沢市正厳尾花沢市正厳

岸 湧太 さん(24歳)岸 湧太 さん(24歳)
きしきし ゆうたゆうた



た
ち
と
の
、
こ
た
つ
に
入
っ
て
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
(？
)か
な
あ
…

(笑
)「
こ
の
足
じ
ゃ
ま
〜
。
誰
の
足
？
」
と
か
言
い

な
が
ら
騒
い
で
い
ま
す
。
あ
と
数
年
し
た
ら
、
み
ん

な
自
立
し
て
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
ん
だ
ろ
う
な
〜
。

(村
山
市
46
歳
主
婦
)

1213

か
ー
い
鍋
物
を
作
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
冬
の
楽
し
み

で
す
。「
す
き
や
き
」
や
色
々
な
ダ
シ
で
味
わ
う

「
シ
ャ
ブ
シ
ャ
ブ
」、
寒
鱈
ナ
ベ
…
。
し
か
し
私
は
、
昔
か

ら
伝
わ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
ザ
ッ
パ
汁
」
が
一
番
好
き
で
す
。

寒
い
冬
に
は
敗
け
た
く
な
い
で
す
。

(村
山
市
73
歳
農
業
)

の
時
代
、
デ
ジ
タ
ル
な
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
は
と
っ
て
も

ア
ナ
ロ
グ
な
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
で
冬
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

作
り
始
め
る
と
完
成
す
る
ま
で
止
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
。
今

人
気
な
の
は
、
な
ん
で
も
犬
や
ネ
コ
の
動
物
も
の
だ
そ
う
で

す
。

(村
山
市
48
歳
会
社
員
)

書
が
好
き
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
雪
が
降
る
と
な
か
な
か
時
間

が
あ
り
ま
せ
ん
。
雪
か
き
大
変
！

(尾
花
沢
市
65
歳
主
婦
)

は
子
供
達
と
ス
キ
ー
を
し
た
り
、
こ
た
つ
で
編
物
を

し
た
り
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
雪
な
げ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
と
て
も
嫌
な
こ
と
の
は
ず
な
の
に
、
だ
ん
だ
ん
夢

中
に
な
り
、
食
事
も
忘
れ
る
程
で
す
。
そ
の
後
コ
タ
ツ
で
食

べ
る
み
か
ん
は
絶
品
で
す
！

(村
山
市
54
歳
会
社
員
)

農
閑
期
な
の
で
、
お
茶
飲
み
と
買
い
物
が
ゆ
っ
く
り

で
き
ま
す
。
70
歳
初
期
ま
で
民
謡
の
踊
り
を
習
い
、

地
域
の
行
事
の
「
雪
ん
子
ま
つ
り
」
に
も
毎
年
出
さ
せ
て
も

ら
い
、
幸
せ
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
日
常
生
活
に
も
変
化

が
あ
り
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
時
折
、
箱
詰
め
の
写
真
を
見

な
が
ら
、
若
か
っ
た
時
代
を
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。
年
で

す
ね
。

(村
山
市
82
歳
)

年
の
中
で
冬
が
一
番
忙
し
い
の
で
、
仕
事
、
仕
事
で

す
！

(村
山
市
51
歳
自
営
業
)

場
、
た
だ
家
の
中
に
い
た
の
で
は
認
知
症
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

頭
と
手
先
を
動
か
す
運
動
を
と
、
編
物
を
や
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
輪
投
げ
も
準
備
し
て
、
飽
き
た
と
き
は
そ
っ
ち
に
切

り
替
え
て
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら

す
る
の
が
一
番
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
(村
山
市
74
歳
主
婦
)

の
楽
し
み
と
い
え
ば
、
や
っ
ぱ
り
ボ
ー
ド
で
す
。
昨

シ
ー
ズ
ン
か
ら
地
元
の
ボ
ー
ド
ス
ク
ー
ル
の
手
伝
い

を
し
な
が
ら
、
趣
味
も
か
ね
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
雪
国
に

住
ん
で
い
る
の
で
、
雪
と
友
達
に
な
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

(尾
花
沢
市
26
歳
自
営
業
)

い
で
30
年
。
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
よ
り
も
楽
し
め

る
の
が
、
私
た
ち
農
家
の
嫁
友
達
グ
ル
ー
プ
で
の
、

家
で
の
お
茶
飲
み
。
そ
れ
に
温
泉
♨
に
行
く
こ
と
で
す
。
冬

の
間
し
か
で
き
な
い
楽
し
み
で
す
。
12
月
〜
３
月
ま
で
の
４

ヶ
月
間
は
、
夏
の
畑
仕
事
で
頑
張
っ
た
自
分
へ
の
ご
褒
美
の

時
期
。
今
年
も
あ
と
２
月
３
月
は
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、
ま
た

４
月
か
ら
頑
張
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。(尾

花
沢
市
56
歳
主
婦
)

の
楽
し
み
は
、
テ
レ
ビ
と
新
聞
の
連
載
小
説
で
す
。

テ
レ
ビ
は
ニ
ュ
ー
ス
も
見
ま
す
が
、
韓
流
ド
ラ
マ
の

時
代
物
が
好
き
で
す
。
毎
週
日
曜
日
の
大
河
ド
ラ
マ
も
大
好

き
で
す
。
月
に
一
度
、
山
形
の
病
院
に
行
き
ま
す
が
、
帰
り

に
お
昼
を
食
べ
て
、
ス
ー
パ
ー
に
寄
り
、
た
く
さ
ん
買
い
物

す
る
の
も
楽
し
み
で
す
。

(村
山
市
87
歳
)

っ
ぱ
り
、
何
と
言
っ
て
も
、
屋
根
か
ら
落
ち
た
雪
を

利
用
し
て
の
ソ
リ
遊
び
で
し
ょ
う
‼
長
男
が
見
守
る

中
、
ま
だ
小
学
生
だ
っ
た
孫
た
ち
が
ソ
リ
に
乗
っ
て
、
き
ゃ

あ
ー
き
ゃ
あ
ー
と
歓
声
を
あ
げ
て
遊
ん
で
い
る
声
が
、
今
も

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

(村
山
市
67
歳
主
婦
)

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
女
川
に
寒
鱈
釣
り
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
大
き
な
鱈
が
釣
れ
た
時
は
、
徹
夜
運

転
の
疲
れ
や
船
酔
い
の
つ
ら
さ
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
わ
か
さ
ぎ
釣
り
が
楽
し
み
で
す
。

(尾
花
沢
市
65
歳
農
業
)

の
駅
「
ね
ま
る
」
に
出
品
し
て
い
る
の
で
す
が
、
今

年
も
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

(尾
花
沢
市
68
歳
農
業
)

今
月
の

テ
ー
マ

冬
、
こ
れ
で

楽
し
ん
で
い
ま
す
！

◇
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
誌
『
ふ
れ
あ
い
』
も
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

１
月
号
で
は
250
号
を
突
破
し
、
４
月
か
ら
は
内
容
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
の
、

「
こ
の
コ
ー
ナ
ー
が
好
き
な
の
で
残
し
て
！
」「
こ
ん

な
コ
ー
ナ
ー
が
欲
し
い
！
」
な
ど
な
ど
、
ご
意
見
・
ご

希
望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

｢『ふ
れ
あ
い
』好
き
な
コ
ー
ナ
ー
、

欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
」
で
す
。

３月
モナ･カサンドラ

牡羊座 ３/21～４/19

【全体運】穏やかな心境で過ごせる期間。
自分から積極的にサービス精神を発揮し
て、周囲との和を大切にすると幸運あり

牡牛座 ４/20～５/20

双子座 ５/21～６/21

蟹座 ６/22～７/22

獅子座 ７/23～８/22

乙女座 ８/23～９/22

天秤座 ９/23～10/23

蠍座 10/24～11/22

射手座 11/23～12/21

山羊座 12/22～１/19

水瓶座 １/20～２/18

魚座 ２/19～３/20

ヨコのカギ
①３月３日は――の節句
②見せるために物を並べること
③マニキュアを塗るところ
④脱穀していないイネの実
⑤なるとには、この模様が付い
ています

⑦前人――の大記録を打ち立て
た

⑧チーターやジャガーに似た動物
⑨普通郵便より早く着く――郵
便

⑩橋の欄干などに付いてる、ネ
ギの花の形をした飾り

⑪貝の中で大きくなる美しい玉
⑭朝―― 植木―― 道具――
⑮猛獣を入れるのに適していま
す

⑯日本一広い市､高山市がある県

タテのカギ
①月でウサギがぺったんぺった
ん

④100分の１は厘、1000分の１は
⑥尺貫法の重さの単位の一つ
⑦畑を耕すとニョロリと出てき
ます

⑧服を着たり二足歩行したりす
る生き物

⑨学校を巣立つ生徒を祝う行事
⑫犬も歩けば――に当たる
⑬法隆寺は、聖徳――が建立し
たと伝えられています

⑮気を付けの姿勢から頭を下げ
つつ腰を折ります

⑰ダイコンやゴボウはこの中で
育ちます

⑱世界三大珍味の一つ

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

応 募 方 法
[ハガキ記入例]

◆応募のきまり
•[ハガキ記入例]を参考に記入して下さい。１人につき１枚有効です。
•みちのくぼいすの｢今月のテーマ｣の話題や、本誌へのご意見・ご要望
をお寄せ下さい。なお、紙面のスペースの都合上、一部のハガキや文
章の内容を割愛することがあります(みちのくぼいすに掲載されない
場合でも、クロスワードパズルの応募対象者となります)。

◆送り先
•ハガキ………上記［ハガキ記入例］をご参照下さい。
•電子メール…fureai＠mitinoku.or.jp
•ＦＡＸ………0237－55－5825
◆応募締め切り ２月24日(水) ※当日消印有効
◆発 表
•｢ふれあい｣３月号誌上にて行います。あらかじめご了承下さい。
•クロスワードパズル正解者の方の中から抽選で５名と、みちのくぼい
すの｢今月のテーマ大賞｣の方１名に､図書カードをプレゼントします｡

１
月
号
の
答
え
は

「
マ
ラ
ソ
ン
」
で
し
た
。

パ
ズ
ル
正
解
者
の
中
か
ら
厳
正
な

抽
選
の
結
果
、
左
記
の
５
名
の
方
が

当
選
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

•
鈴
木
み
え
子
さ
ん
(村
山
市
櫤
山
)

•
大
内

喜
弘
さ
ん
(村
山
市
河
島
甲
)

•
佐
藤

秀
一
さ
ん
(村
山
市
本
飯
田
)

•
押
切

和
子
さ
ん
(尾
花
沢
市
市
野
々
)

•
矢
作

孝
子
さ
ん
(尾
花
沢
市
名
木
沢
)

<１
月
号
の
解
答
>

答え
○○○

○○

テーマに
関する身

近な話題

や｢ふれ
あい｣へ

のご意見
・

ご要望を
お願いし

ます。

郵便番
号

住
所

氏
名

年
齢

職
業

電話番
号

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広

報

係
行

995-0011
52

17

18

13

14

15

16

12

９

10

11

８

６

７

１

２

３

４

５

Ｄ

Ｅ

Ａ

16

17

14

15

13

10

11

12

８

９

６

７

１

２

３

４

５

Ｂキ サ ラ ギ ミ キ
ザ イ マ リ ヤ キ
シ ヨ タ イ マ メ
ロ ー ア イ

カ ン カ カ リ ユ
ヒ ト ヤ ス ミ セ
ツ ウ ガ ソ リ ン

Ｂ

Ａ

Ｃ

次
回
の
テ
ー
マ
は

Ｄ

今読

昔一嫁

私釣

娘

暖

や

冬

道

今
、

冬

【全体運】好奇心が旺盛になっています。
新しい趣味を始めたり、体験教室に参加
したりすると良い刺激に。小旅行も幸運

【全体運】思うようにならないことが増え
るかも。でも、イライラせず、笑顔を心
掛ければ好転の兆し。お花見も開運に

【全体運】前向きな気持ちになれるはず。
未体験ジャンルにも果敢に挑戦を｡知りた
いことについて情報収集するのにも最適

【全体運】あれこれ考え過ぎてしまう傾向
に。あまり難しく捉えず、気楽に構えた
方が正解。気晴らしには散歩がお勧め

【全体運】小さな悩みが生まれやすい気配。
信頼できる相手に話を聞いてもらえば、
気持ちが楽になりそう。考え過ぎはＮＧ

【全体運】やたらと口うるさくなりがち。
周囲の嫌な面ではなく、長所を見るよう
に意識して。気分転換には読書がベスト

【全体運】前向きになれる時期。やりたか
ったことを楽しむのに向いているので、
意欲的な行動を。イベントへの参加も吉

【全体運】注意力散漫気味。慣れた作業で
ミスを連発するなど、問題を起こしやす
いので、冷静に。深呼吸で気合を入れて

【全体運】人気運が高まり、気付けば自然
と話の輪の中心にいるはず。気になる相
手がいるなら、フランクに話し掛けて

【全体運】気分的にゆったりできそう。好
きなことを満喫してプライベートタイム
を充実させましょう。片付けもラッキー

【全体運】自分に自信が持てる月。温めて
いたプランは、ぜひ実行してみて。協力
に恵まれて順調に発展していく予感

Ｃ



1415

理事会
だより 「ねまる」鍋まつり開催のお知らせ

第11回理事会が１月28日に開催。主な議案
と内容は次のとおりです。

第１号 仮基準日における資産査定結果と貸
倒引当金見込みについて

第２号 平成27年度決算見込みについて
第３号 学校給食事業に係る衛生管理遂行状

況随時監事監査結果について
第４号 労働保険事務組合事務処理に係る随

時監事監査結果について
第５号 情報セキュリティ方針及び情報セキ

ュリティ基本規程の改定について
第６号 労働保険事務組合事務処理規程の一

部変更について
第７号 みちのく村山農業協同組合企業年金

規約一部変更について
第８号 保護預り規程兼振替決済口座管理規

程の一部改正について
第９号 大口貸出の承認について
第10号 出資口数の減口承認について

【報告事項】
•経過報告および行事予定について
•主要勘定・安全性の指標について
•平成27年度財務諸表等監査(期中監査Ⅱ)の
実施について
•内部監査実施報告書(自主検査・業務全般)
について
•内部監査実施報告書(学校給食に係る衛生
管理遂行状況)について
•(株)みちのくサービス平成27年度決算見込
みについて
•平成27年度役員視察研修の実施について
•役職定年制度実施要領の一部変更について
•渉外等職員に係る要領の一部変更について
•東部すいか選果場建設に係る概略について
•平成27年度豪雪対策本部設置について
•｢やすらぎ倶楽部｣会員募集進捗状況について
•不良債権の処理方針・処理状況について
•大口信用供与先の経営状況等について
•貸出金延滞債権及び経済未収金固定化債権
支店別明細について
•余裕金の運用状況について
•ＡＴＭの稼動状況について
•ＪＡ貯金ウィンターキャンペーンの実績に
ついて
•碁点給油所のリニューアル建設について
•諸規程の一部変更について
•山形県農村工業農業協同組合連合会の解散
について
•苦情処理定期報告について
•自主検査の実施･改善状況報告書(第３四半
期)について

恒例の鍋まつりを開催します。温かい豚汁と塩ちゃんこ鍋で
おもてなし！どうぞお越しください。

◆日時／平成28年２月14日(日) 午前11時～
◆場所／道の駅尾花沢「花笠の里 ねまる」

１月半ばに
ちょうちょ出現!?
大石田町岩ヶ袋
佐藤儀信 さんより

珍客ご来店‼
グリーンごてんにミミズク

相談ご希望の方は、お気軽に２月25
日(木)まで本店管理部総務課(☎55-
6311)へお申し込み下さい。相談日時
など詳細については後日直接本人にご
連絡いたします。相談は無料です。

２月の税務相談

まぶしい…

豪雪対策本部を設置しました
１月25日、ＪＡみちのく村山営農経済部に「豪雪対策本部」
が設置されました。当ＪＡ管内では１月18日から大雪となり、
尾花沢市では22日に、大石田町では24日に、同様の対策本部が
設置されています。降雪量の急激な増加は、果樹の枝折れ・農
業施設への被害・融雪の遅れなどの影響をおよぼすことがあり
ます。各営農センターを中心に、関係機関と連携して、被害の
未然防止の呼びかけと、万が一の場合の被害状況の把握等につ
とめてまいります。

式典会場よりどりみどり！
当ＪＡのご案内でご利用いただいた場合、

特典もご用意！(※)
(※)事前に旅行センターにご連絡いただくか、
ご利用の際「ＪＡみちのく村山の広告を
見て来た」とお伝えください。

詳しくは、旅行センターへお気軽に
お問い合わせ下さい

☎0237－55－6314

山形県／天童温泉 天童グランドホテル舞鶴荘
994-0025 天童市鎌田本町2-4-51

電話 023-653-3111 FAX 023-653-3112
URL http://www.maizurusou.co.jp/

旅行センターより旅行センターより旅行センターより
お知らせお知らせお知らせ


